
　ホシザキグリーン財団は、野生動植物の保護繁殖に

関する事業およびこれに資するための関連事業を実施

し、以て人と自然の調和した自然環境の保全に寄与す

ることを目的として、1990（平成２）年に設立され

ました。1996（平成８）年には特定公益増進法人に

認可され、設立の目的を達成するためにさまざまな事

業に取り組んでまいりました。

　そして、2012（平成24）年４月には新たな公益法

人制度のもと、島根県内を活動地域とした公益財団法

人として再出発いたしました。これまでの活動を継承
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（本紙を含む7枚組）

財団所在地　〒691-0076　島根県出雲市園町1664-2
【財団事務局】
所在地：〒691-0076　島根県出雲市園町1659-5（島根県立宍道湖自然館ゴビウス内）
電　話：0853-63-7111
F A X：0853-63-7112

【ホシザキ野生生物研究所】
所在地：〒691-0076　島根県出雲市園町1664-2
電　話：0853-63-7878
F A X：0853-63-0987

【宍道湖グリーンパーク】
所在地：〒691-0076　島根県出雲市園町1664-2
電　話：0853-63-0787（開館日の9:30-17:00）
F A X：0853-63-0797

【ふるさと尺の内公園】
所在地：〒699-1312　雲南市木次町山方1134-5
お問い合わせ先：ホシザキ野生生物研究所

指定管理施設
【島根県立宍道湖自然館ゴビウス】
所在地：〒691-0076　島根県出雲市園町1659-5
電　話：0853-63-7100（開館日の9:30-17:00）
F A X：0853-63-7101

公益財団法人ホシザキグリーン財団　　　　　　島根県立宍道湖自然館ゴビウス
URL：https://www.green-f.or.jp　　　　　　URL：https://www.gobius.jp
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【目　　　的】野生動植物の保護繁殖に関する事業を実施し、以て人と自然の調和した自然環境の保全に資すること
【沿　　　革】

　ホシザキグリーン財団は、設立の目的を達成するため、野生動植物の保護繁殖および生息環境の保全に関する事業
を実施しています。各事業は相互に関連し補完しあうことでその効果を高めています。

・野生生物の生息空間を確保した公園づくり　・水鳥の採食場所の提供
・水辺や里山環境の維持　・希少種の保護増殖

・鳥類、昆虫類、植物、魚類などの生息調査や生態研究　・絶滅危惧種の生息調査
・宍道湖、中海および周辺の生物に関する研究　・研究報告書の発行

・自然観察会の開催、自然や野生動植物に親しむ各種企画の実施、講演会などの開催
・各施設での展示や解説　・文献や標本、写真、映像などの資料収集
・ニュースレター、普及書の発行、ホームページによる情報発信

財団設置施設　・ホシザキ野生生物研究所（出雲市園町）
　　　　　　　・宍道湖グリーンパーク（出雲市園町）
　　　　　　　・ふるさと尺の内公園（雲南市木次町）
指定管理施設　・島根県立宍道湖自然館ゴビウス（出雲市園町）

公益財団法人ホシザキグリーン財団
　ホシザキグリーン財団は、「野生動植物の保護繁殖に関する事業およびこれに資するための関連事業を実施し、

以て人と自然の調和した自然環境の保全に寄与すること」を目的として1990（平成２）年に設立されました。

2012（平成24）年４月には公益財団法人に認定され、これまでの活動を継承しつつ、さらに事業を発展させて、

島根県の豊かな自然環境を次世代に残すために活動しています。

施設
運営

普及
啓発

調査
研究

環境
整備

・出雲市自然環境調査研究、ガンカモ類生息調査など自然環境や野生生物の調査
・自然観察等の講師、各専門分野に係る協議会、検討会等への協力

地方公共団体等への協力などの地域連携地域連携
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自然を守る、環境を創る

自然を理解する、記録を残し、役立てる

自然を知ってもらう、体験する場を提供する

環境整備、調査研究を行い、それを活かした普及啓発を行う施設運営

　　
1990年５月30日…
1994年４月15日…
1996年４月１日…
1996年６月６日…
1996年11月20日…
1997年２月19日…
1997年５月12日…
1997年10月１日…
1998年３月27日…
2000年４月29日…
2001年４月21日…
2001年４月21日…
2002年10月30日…

2003年４月１日…
2005年２月８日…
2007年２月９日…
2009年１月24日…
2012年４月１日…
2015年６月10日…
2017年７月９日…
2019年１月30日…
2019年４月19日…
2020年３月16日…
2022年11月22日…
2025年５月15日…

財団法人ホシザキグリーン財団、設立
ふるさと尺の内公園、開園
特定公益増進法人、認可
宍道湖グリーンパーク、開園
島根県知事より環境保全功労者表彰
しまね景観賞特別賞、受賞
常陸宮御夫妻、宍道湖グリーンパーク御来園
重油汚染水鳥調査と保護に対して環境庁長官より感謝状
油汚染水鳥被害調査活動に対してOBIC（油汚染海鳥被害委員会）より感謝状
「みどりの日」自然環境功労者環境庁長官表彰、自然ふれあい部門での受賞
ホシザキ野生生物研究所、開設
島根県立宍道湖自然館ゴビウス、開館（管理運営受託）
緑の都市賞「審査委員長奨励賞」、受賞

宍道湖ネイチャーランド、開園
しまね景観賞奨励賞、受賞
ホシザキ野生生物研究所、竣工
しまね環境農業大賞「応援部門賞」、受賞
公益財団法人に認定
環境大臣より地域環境保全功労者表彰
宍道湖グリーンパーク来館者 50万人
施設整備に係る寄付に関して島根県知事より感謝状
宍道湖グリーンパーク野鳥観察舎 リニューアルオープン
施設整備に係る寄付に関して島根県知事より感謝状
映像コンテンツ寄付に関して島根県知事より感謝状
農業、林業、畜産業、水産業の持続的な発展に寄与する新事業を展開

・宍道湖で過剰繁茂する水草類の除去に対する支援事業

Ⅱ　農業、林業、畜産業、水産業の持続的な発展に寄与する事業

Ⅰ　野生動植物の保護繁殖および生息環境の保全に関する事業
【事業について】

2025（令和 7）年 10月時点



事業概要
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　ふるさとの自然を継承したいという創設者の思いから1990年に設立されたホシザキグリーン財団では野生動植物の
保護繁殖に関する事業を実施し、以て人と自然の調和した自然環境の保全に資することを目的として事業に取り組ん
でいます。またこれらの事業を連動させることで発展的な展開を目指しています。

　野生動植物の保護・繁殖、多様な生きものが生息できる環境の維持あるいは創出を行っています。人が自然に興味
関心を持ち、親しみを感じられる場となるよう地域の特性を活かした環境整備を行い、普及啓発活動の場として活用
しています。また整備後もその環境の調査等を行い、環境の維持・発展に努めています。

　島根県内に生息する野生動植物の保護や生息環境を保全するという視点から、鳥類・昆虫類・植物・魚類・水生生
物をおもな調査対象として生息状況等の調査研究を行っています。
　調査研究で得た知見は、普及啓発の幅を広げるのに役立ち、施設での環境整備の中で効果を図ることで、さらなる
発展を検討する材料ともなります。調査研究の成果は「ホシザキグリーン財団研究報告」の発行や一般の方にむけた
研究報告会を開催することにより多くの人々と共有できるようにしています。

　運営している施設では地域の自然特性を活かした整備環境を活用し、調査研究で得た情報や知識をもとに展示や解
説を行っています。自然観察会などの自然に親しむことを目的としたイベントの開催や、各施設での観察や体験をサ
ポートできるようなリーフレットやワークシートなどの発行も行っています。またニュースレターやホームページを
使っての自然情報の発信など地域の自然の現状と大切さをできるだけ多くの人に伝えられるように事業を展開してい
ます。

　自然や野生動植物に親しみを感じ、学ぶことができるようにと施設の運営に取り組んでいます。運営する施設で
は、より多くの皆様に利用していただけるような普及啓発の場としての運営はもちろん、環境整備を通して野生動植
物の保護に貢献する場としての管理にも取り組んでいます。また、調査研究の拠点あるいはフィールドとしても活用
し、そうした活動を通して得た知見を広く普及する場となることも施設の目的としています。

環境整備事業   

調査研究事業

普及啓発事業

施設の運営

　地域社会の健全な発展には人と自然の調和が望まれます。人と自然の調和には、健全な一次産業の持続が不可欠で
あり、一次産業が持続するにはその発展が必要と考えられることから、その為の資源保護、事業継続や新事業開発に
対する支援、二次的自然環境や景観等の保全や活用への支援を行います。

農業、林業、畜産業、水産業の持続的な発展に寄与する事業



園内の植生
訪れる人にも生きものにも魅力的な空間となるよう、公園周辺をはじめ
とした県内に自生する多年草を用いた植栽を進めています。外来植物
をとり除き、日当たりや木陰などの条件にあった多様な在来植物が見ら
れるようになることで、野に咲く季節の花々を鑑賞でき、花は多様な昆
虫の蜜源となります。また、植栽スペースには景観にも配慮した木積
みや石積みを組み合わせることで、変化に富んだ景色が生まれ、そこ
は小動物のすみかにもなっています。

　ふるさと尺の内公園は、国道54号線と木次拠点工業団地に隣接する峠の一画にあります。野生動植物の生息場所
として「ふるさと」の自然を守り、訪れた人が自然に親しむことができる場となることを目指して整備されました。
　公園内では在来植物を中心とした植栽を進め、数が少なくなっていると考えられる在来の野生動植物の保護にも貢
献し、人工の池や小川も水辺の生きものの生息・繁殖場所としての機能を意識した維持管理をしています。また、公
園に隣接する丘陵地も含めた自然環境の保全にも取り組んでいます。一方で、管理棟やあずま屋、園路などといった
人が利用する空間も充実させることで、人にも野生動植物にも魅力ある公園をめざしています。

モリアオガエルの池
湧水を水源にした小さな池には、モリアオガエルが産卵に来るようにな
りました。池の縁に生えていたハンノキを産卵場所とするために手入れ
を行い、幼生の生息場所となるよう池の中にはマコモやミクリなどの水
草を植栽しました。また、外来生物のアメリカザリガニの影響を低減す
るため、進入防止の柵を設置し、捕獲・回収を継続しています。モリ
アオガエルだけでなく、トノサマガエルやツチガエルも見られます。

オニバスの池峠の池
公園内には、３つの人工の池とそれをつなぐ小川があり、小川はホタルの生息場所となっています。また絶滅危惧種であるオニバスの系統保存を
行っている池もあります。

ホタルの小川

環境整備事業 自然を守る、環境を創る
ふるさと尺の内公園

丘陵地の里山林
公園に隣接する丘陵地では二次林の下草刈
りなどの手入れもしており、公園だけでなく
尺の内一帯で野生動植物の多様な生息空間
となるよう環境整備に取り組んでいます。

草地・裸地ビオトープ
公園南側にある平坦地を利用したビオトー
プ。人工の砂地と定期的な草刈りで維持して
いる草地があり、乾燥した環境を好む昆虫な
どが生息しています。

半湿性ビオトープ
窪地の形状を利用したビオトープで、湧水と
降水量に応じて水位が変化します。一時的な
水域を利用する昆虫や両生類の生息場所と
なります。
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解説板メイン園路

管理棟
公園で開催される自然観察会などのイベントと公園管理の拠点として、レクチャー室や作業スペース、トイレなどがあります。また、管理棟の屋根は
在来の多年草を植栽した草屋根になっていて、周囲の景観と調和するだけでなく、昆虫などのすみかにもなり、さらに夏場の室温上昇を抑える効果
もあります。

公園とビオトープの機能をあわせ持つ尺の内公園は、「人が利用する空間」と「生きものが生息する空間」が共存します。歩きやすく舗装
されたメイン園路は、周りの植栽スペースと柵や石垣で明確に分けられています。メイン園路のところどころにベンチがあり、休憩場所
となるあずま屋もあります。解説板や樹名板も設置しており、自然や動植物を身近に感じながらゆっくり散策することができます。

自然観察会や環境整備と連動したワークショップなどを開催

　ふるさと尺の内公園から続く丘陵地はかつての里山の面影を残し、野鳥や昆虫をはじめとした生きものが園内と行

き来をしています。また、園内には在来植物による植栽が進められ、季節によって様々な花が咲き、実をつけます。

　この園内を周回できるメイン園路は、人が利用する空間として歩きやすく整備し、生きものが生息する空間と明確

に分けることで人にも野生動植物にも配慮しています。一画にはウッドチップの小径もあり、訪れた人が四季折々の

木々や草花をより身近に感じられる場も提供しています。また、こうした環境を活かして、植物や昆虫、水生生物、

野鳥などを対象とした自然観察会も開催しています。

【所在地】島根県雲南市木次町山方 1134-５
【開園日】1994（平成 6）年 4 月15日
【面　積】約 26,800 ㎡（裸地含む）
【概　要】植樹林・草地、人工小川・池
　　　　  管理棟（トイレ）、あずま屋、駐車場

【問合先】ホシザキ野生生物研究所

あずま屋

オニバスの池

ホタルの小川

管理棟

あずま屋あずま屋

峠の池

トンボの池

半湿性ビオトープ

モリアオガエルの池
ウッドチップの小径

ふるさと尺の内公園

P

メイン園路

道
の
駅

さ
く
ら
の
里
き
す
き

国 道

54
ROUTE →三刀屋←出雲

ふるさと尺の内公園人にも野生動植物にも魅力ある公園をめざして
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　宍道湖は隣接する中海とともにラムサール条約に登録された汽水湖です。汽水域ならではの多様な水生生物が生息

する豊かな水辺は、多くの恵みをもたらしてくれています。また、宍道湖・中海は西日本最大級の渡り鳥の飛来地で

あり、マガンやヒシクイ、コハクチョウといった大型水鳥が集団越冬する国内の南限としても知られています。

　宍道湖グリーンパークは、この宍道湖の西岸に国が整備した多自然型湖岸堤と一体となった公園として、野生動植

物が生息するビオトープとしての機能と、訪れた人がこの地域の自然に親しみ理解を深めることができるように整備

されました。

ビオトープ池
2003年に特に浅い水辺の生きものが生息する場所として整備した「ビオトープ池」は、さらに機能を
高めるため、2014年に広さや深さが異なる3つの池に分けられました。一番広い下池の水面はヨシ
の群落で囲まれ、中央に2つの島もあるなど、水中から陸上まで連続する環境要素を持たせていま
す。また、最も浅い中池には水面にも自然に草が生え、それがカモ類のエサになったり、小動物の隠
れ場になったりしています。

バードサンクチュアリ
園内の一画を葦簀や植栽などで囲んで人の立ち入りを制限し、野鳥が利用する空間として管理しています。サンクチュアリの林には、大小・
高低の変化をつけた水場があり、池のほとりにはカワセミの人工営巣壁が整備されています。葦簀には観察窓があり、サンクチュアリ内の鳥
の姿を観察することもできます。

水場（バードバス） カワセミの人工営巣壁

白鳥の採食場
北側の水田（約 10ha）では、地元地権者の協力を得て、冬のあいだ水を溜めて
コハクチョウなどが採食しやすい環境にする取り組みを継続しています。

野鳥観察舎の2階からビオトープ池や北側
の水田の野鳥を観察することもできます。

ビオトープ池南側に木製の壁を設置、通路
にはゲートを設け人の立ち入りを制限しま
した。 木製の壁には、観察窓を設け、 鳥を
驚かすことなく観察することもできます。

環境整備事業 自然を守る、環境を創る
宍道湖グリーンパーク

園内の林
出雲地方にみられる樹木を中心に植栽されている
ほか、野鳥が好む実のなる木などを植えています。

上池

中池

下池
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ここに観察窓があります。

ビオトープ池南側の木製の壁ビオトープ池南側の木製の壁



【開園日】1996（平成 8）年 6 月6日
【所在地】島根県出雲市園町 1664-2　
【面　積】36,084 ㎡（ビオトープ池を含む）
　　　　    野鳥観察舎延べ面積：952.58 ㎡
【構　造】鉄骨造 一部木造 2 階建て
【概　要】野鳥観察舎、ペンギンミュージアム
　　　　   人工池、植樹林、芝生広場、駐車場
　　　　 野鳥観察舎

　宍道湖グリーンパークは、体験学習型の普及啓発施設として、宍道湖をはじめとしたこの地域の自然や野生動植物

を紹介し、ビオトープの機能を持つ園内や多様な湿地環境がある周辺で自然観察会などを開催しています。園内にあ

る野鳥観察舎には普及啓発を担う指導員が常駐しているほか、野生生物研究所施設を併設することで研究員などのス

タッフも加わった一体化した運営を行っています。

　2019（平成31）年４月には２階建ての野鳥観察舎がリニューアルオープンしました。より宍道湖の展望が広がっ

た窓辺には望遠鏡が備えられ、天候に関係なく野鳥を観察することが可能です。常設の解説パネルやハンズオン展示

なども一層充実し、展示コーナーでは様々な生きものや自然を紹介する企画展、季節にあわせたコーナー展示などを

見ることができます。

園内の解説板や樹名板
常設以外にも季節にあわせて置き換えできる解説板など様々なもの
があり、散策しながら生きものや自然について知ることができます。

自然体験活動の場としての機能
園内を活用した自然観察会の開催や、学校などの団体を対
象とした体験プログラムを提供しています。展示とリンクさ
せたワークシートや宍道湖の野鳥を紹介する映像などもあ
り、プログラムと併用することもできます。

2 階）体験フロア
望遠鏡が備えられた観察コーナーでは季節の野鳥や、宍道湖の景色
が楽しめます。遊びながら生きものへの関心を高めるハンズオン展
示、パズルやぬりえなどの体験グッズも備えています。

1 階）学びのフロア
ラムサール条約登録湿地である宍道湖の紹介など、生きものや自然
環境に関する展示があり、解説パネルのほかに操作して楽しめるデ
ジタルコンテンツもあります。

レクチャールームや展示コーナー
１階には体験プログラム等で利用できる部屋があるほか、２階には
可動間仕切りで自由にレイアウトできる展示コーナーがあります。

望遠鏡が備えられた観察コーナー
実物とほぼ同じ重さ、大きさの
ぬいぐるみなどのふれてみる展示

ペンギングッズ 2,000 点以上を展示する
「ペンギンミュージアム」
2013（平成 25）年 3 月10日併設

宍道湖グリーンパークとその周辺
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宍道湖グリーンパーク地域の自然保護の普及啓発をめざして



運営施設
地域密着型で個性的で魅力ある拠点施設として

　島根県内に生息する野生動植物の保護や生息環境を保全するという視点から、生息状況などの調査研究を行ってい

ます。鳥類・昆虫類・植物をはじめ、魚類・水生生物などがおもな調査対象です。特に絶滅危惧種や、宍道湖・中海

など島根県に特徴的な環境に重点を置き、研究員をはじめとする職員が取り組んでいる自主研究はもとより、他機関

との共同研究や調査協力も行っています。

　調査研究により得られた成果は、論文・学会で報告しています。ホシザキ野生生物研究所では年に一度「ホシザキ

グリーン財団研究報告」を定期発行しています。また、近年では特別号として100ページ前後の調査報告や論文集な

ども発行しています。このように調査研究の成果を発表することによって多くの人々と研究成果を共有することがで

き、例えば島根県が発行する「しまねレッドデータブック」改訂のための基礎資料や各種環境調査の基本文献として

も利用されています。さらに調査研究の成果を広く一般の方にご紹介することを目的として、「ホシザキ野生生物研究

所研究報告会」を開催しています。
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宍道湖グリーンパーク周辺の鳥類調査 尺の内公園での昆虫類調査 島根県だけに自生するユリ科の多年草
イズモコバイモの調査

隠岐での調査で発見された新種の水生甲虫
（サンインヒメツヤドロムシ）

ホシザキグリーン財団研究報告は 2023
（令和５）年度に 27号を発行しました。

研究報告特別号は2023（令和5）年度に
33号を発行しました。

成果を紹介する宍道湖自然館の展示水槽

環境修復プロジェクト

　2012（平成24）年から、調査研究事業の一端として、水辺の生物調査、生態系修復、希少生物の繁殖などに取り組

んでいます。こうした短期プロジェクトで得られた成果については、管理運営する島根県立宍道湖自然館の展示水槽

などで、広く来館者に紹介しています。

繁殖させたゲンゴロウの幼虫累代飼育が可能となったシラウオの仔魚

自然を理解する、記録を残し、役立てる調査研究事業
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ホシザキ野生生物研究所外観

【所在地】島根県出雲市園町 1664-2　　【竣　工】2007（平成 19）年 2 月 9 日

【面　積】延床 695.98㎡　　　　　　　【構　造】鉄骨造１階建て

【施設等】図書室、標本室、液浸標本室、観察・飼育室、作業室、実習室

　2001（平成13）年４月に開設して以来、財団のオリジナリティを高める地域密着型の研究拠点と位置づけて運営し

ています。2007（平成 19）年には宍道湖グリーンパーク内に施設が併設されました。

　略称である「ＨＯＷＰ（ホープ）」は、ホシザキ野生生物研究所の英語表記である「Hoshizaki  Institute for Wildlife 

Protection」の頭文字をつなげたものでニュースレターのタイトルにもなっています。

図書室：文献、図書等、資料を保管

実習室：普及啓発の場として活用

ホシザキ野生生物研究所 研究報告会
　調査研究の成果を広くご理解いただくことを目的として2013（平成25）年から研究報告会を開催しています。

【これまでの研究発表会より･･････発表テーマと開催年】

水生甲虫のユニークな捕食生態 
～カイミジンコを食べるゲンゴロウの発見～

出雲市の砂浜海岸とレッドデータブック
掲載種であるシロチドリ

『しまねの草花』に記録された珍品
ラショウモンカズラの再発見

2015 年 10 月2014 年 10 月 2019 年 2 月
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ホシザキ野生生物研究所地域密着型の魅力ある拠点施設

新種の昆虫を記載する：
発見から命名まで

直接鳥をみて歩かない調査Ⅱ
＜自動撮影＞

ふるさと尺の内公園の自生植物を用いた
屋上緑化の 5年間

2024 年 2 月2024 年 2 月2024 年 2 月



　環境整備や調査研究によって得た科学的な知見に基づいて自然環境の素晴らしさや大切さを観察会や展示、講演、

刊行物やホームページなどといった様々な方法で多くの人々に紹介しています。運営する施設での地域の特色を活か

した展示や催事、フィールドへ出かけての活動を通じて普及啓発活動を行っています。

　自然の仕組みや大切さ、花や鳥や虫がどう暮らしとかかわっているのかを、楽しみながら学ぶ機会をつくること

で、人と自然の調和について考えるきっかけとなる活動をこれからも続けていきたいと考えています。

地域の自然を知ってもらう、
体験の場を提供する

普及啓発事業

自然体験活動の受け入れ
運営する施設を活用し幼稚園や小学校などに
地元の自然について学ぶ場を提供しています。

自然観察の講師など
各種依頼を受けて自然観察などの講師とし
ての対応もしています。

調査研究の成果を活かした展示
運営する施設では常設展示のほかにも様々
なテーマを設けて企画展、季節の展示等を
開催しています。

自然に親しむイベントの開催
冬鳥の渡来日予想や地域の生きものをモチ
ーフにした工作など楽しみながら自然に親
しめるイベントを開催しています。

自然観察会の開催
身近な生物や地域の自然環境に親しむプロ
グラムを中心に季節に合わせた自然観察会
を開催しています。

宍道湖グリーンパーク＆ゴビウス ラムサール探偵団
ラムサール条約登録湿地である宍道湖や中海について、地元の子どもたち
に興味関心を持ってもらうことを目的とした体験活動。年間５回程の体験を
ふまえて考えをまとめるところまでのプログラムです。財団が運営する宍道湖
グリーンパークや島根県立宍道湖自然館ゴビウスでの活動に加え、湖岸など
フィールドへ出かけて宍道湖の野鳥観察や川や湖での水生生物の観察など
の活動を行いラムサール条約登録湿地について理解を深めています。

ニュースレター、普及啓発資料などの発行
ホシザキグリーン財団ニュースレター「HOWP」やリーフレットの発行を通じ
た情報発信をしています。宍道湖グリーンパークの野鳥の記録、ふるさと尺
の内公園の生きもの観察の手引きになる小冊子なども発行しています。

自然観察リーフレット

小冊子

ホシザキグリーン財団 ニュースレター「HOWP」
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講演会の開催
講演会・シンポジウムなどを開催しています。



ホシザキグリーン財団は、人と自然の調和と共存をめざし、地域の自然環境の保全につながることをめざして
「ふるさと尺の内公園」と「宍道湖グリーンパーク」を整備しました。そこでは、自然や野生動植物に親しみを感じ、
学ぶことができるようにと施設の運営に取り組んでいます。また指定管理者として「島根県立宍道湖自然館ゴビウス」
の管理運営もしています。それぞれの施設の特性を活かし、より多くの皆様に利用していただけるような普及啓発の
場としての運営はもちろん、環境整備を通して野生動植物の保護に貢献する場としての管理にも取り組んでいます。
また、調査研究の拠点あるいはフィールドとしても活用し、その活動を通して得た知見を広く普及する場となること
も施設の目的としています。

宍道湖グリーンパーク 島根県立宍道湖自然館ゴビウス
（指定管理施設）

宍道湖西岸にあるホシザキ野生生物研究所、宍道湖グリーンパーク、島根県立宍道湖自然館ゴビウス
財団の拠点となる施設には調査研究をはじめとした各種事業の要となる「ホシザキ野生生物研究所」、宍道湖畔に野鳥観察舎を構える体験学習
型施設として「宍道湖グリーンパーク」があり、隣接して島根県の汽水・淡水の水生生物を展示する「島根県立宍道湖自然館ゴビウス（指定管
理者）」があります。また、 両施設をご利用の際に、休憩場所等としてご利用いただける宍道湖公園多目的棟などの利便施設も管理しています。

施設の運営 環境整備、調査研究を行い、
それを活かした普及啓発を行う施設運営

ふるさと尺の内公園（雲南市 木次町）

島根県立宍道湖自然館ゴビウス

宍道湖グリーンパーク付帯施設

ビオトープ池

宍道湖

宍道湖グリーンパーク

宍道湖公園多目的棟

ホシザキ野生生物研究所
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　島根県には日本有数の汽水湖である宍道湖・中海をはじめとした豊かな自然が残され、そこをすみかとしている
様々な生物が数多く生息しています。島根県立宍道湖自然館（愛称：ゴビウス）はこれら私たちの身近な環境に生
息する生物の展示を通して島根の自然の魅力を発見、再認識する場として2001（平成13）年に島根県が建設した体験
学習型水族館です。その設立の趣旨は当財団の設立理念と合致するもので開館当初から管理運営を受託し、現在は
指定管理者としてその運営を行っています。
「もっと知ろうふるさとの自然、親しもう水辺の生きもの」をメインテーマに掲げ、社会教育、情報発信、調査
研究などといった様々な活動を通して、自然保護や環境教育における地域の拠点となることを目指しています。

島根県の河川や宍道湖・中海に生息する約200種１万点の生きものを展示（写真はゴギ）

世界で唯一、シラウオの通年展示を実現宍道湖・中海の環境を再現したジオラマ水槽 島根県の絶滅が心配される生きものの展示

特別展の開催
常設展示のほかに、様々なテーマ
を設けて年3回の特別展を開催

生きもの観察会の開催
楽しみながら生きものに親しむこと
ができるイベントを開催

体験活動の場としての機能
教育団体等に向けた体験学習や
インターンシップの受け入れ

オニバス展示の試み
汽水環境の池での絶滅危惧種
オニバスの展示の試み

タガメの累代繁殖
飼育下での累代繁殖による県内
個体の系統保存と展示

ミナミアカヒレタビラの人工繁殖
環境修復プロジェクトとの連携事業
ミナミアカヒレタビラの人工繁殖

展示解説書、ガイドブックの発行
展示についてより掘り下げた内容
の解説書などを発行

ワカサギなど希少種の繁殖
希少生物や個体数の減少が心配
される生物の繁殖の取り組み

【開 館 日】2001（平成 13）年 4月21日
【所 在 地】島根県出雲市園町 1659-5
【面　　積】敷地 9,477 ㎡
　　　　　　建築 1,951 ㎡　延床 2,195 ㎡
【構　　造】鉄筋コンクリート造 ２階建
【水　　槽】展示水槽 58基（水量：278ｔ）
　　　　　　予備水槽 30基（水量：9.8t）
【展示種数】約 200 種 1万点（生体展示）
【総 水 量】287.4ｔ
　　　　　　（汽水 174t、淡水 113t）
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島根県立宍道湖自然館ゴビウス（指定管理施設）



島根県立宍道湖自然館ゴビウス

名　称：島根県立宍道湖自然館　愛称：ゴビウス

設置者：島根県（所管：農林水産部水産課）　　

沿　　　革

2001年４月21日オープニングセレモニー

2019年１月１日「シラウオ水槽」新設2015年3月21日「あそびっ湖まなびっ湖ひろば」新設
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